
感染症定期報告に関する今後の対応について

1 基本的な方針

運営委員会に報告する資料においては、     :        |
(1)文献報告は、同一報告に由来するものの重複を廃した一覧表を作成すること。

(2)8月 の運営委員会において、国内の輸血及び血漿分画製剤の使用した個別症例の

感染症発生報告は、定期的にまとめた「感染症報告事例のまとめ」を運営委員会に提

出する取り扱いとされた。これにより、感染症定期報告に添付される過去の感染症発

生症例報告よりも、直近の「感染症報告事例のまとめ」を主として利用することとすoこ
と。

2具体的な方法

(1)感染症定期報告の内容は、原則、・すべて運営委員会委員に送付することとするが、

次の資料概要を作成し、委員の資料の確認を効率的かつ効果的に行うことができるよ

う|こする。

① 研究報告は、同=文献による重複を廃した別紙のような形式の一覧表を作成し、
当該一覧表に代表的なものの報告様式傷1紙様式第2)及び該当文献を添付した

「資料概要A」を事務局が作成し、送付する。

② 感染症発生症bll報告のうち、発現国が「外国Jの血漿分画製剤の使用による症例

は、同一製品毎に報告期間を代表する感染症発生症例一覧傷嗜紙様式第4)をま

とめた「資料概要B」を事務局が作成し、送付する。       ヽ
③ 感染症発生症例報告のうち、発現国が「国内Jの輸血による症例及び血漿分画製

剤の使用による感染症症例については、「感染症報告事例のまとめJを提出するこ

こ
|キす01たたしヽ運営委員

会委員から特段の議論が必要との指摘がなされたものについては(別途事務局が

資料を作成する。

(2)発 現国が「外国」の感染症発生症例報告については、国内で使用しているロットと関

係がないもの、使用時期が相当程度古いもの、因果関係についての詳細情報の入手

が困難であるものが多く、必ずしも緊急性が高くないと考えられるものも少なくない。ま

た、国内症例に比べて個別症例を分析・評価することが難しいものが多いため、堅負

性があると考えられるものを除き、その安全対策への利用については、引き続き、検討

を行う。

(3)資料概要A及びBについては、平成16年 9月 の運営委員会から試験的に作成し、以

後「感染症的報告について(目 次)J資料は廃止することとする。

平成 16年度第5回

運営委員会確認事項

(平成 16年 9月 17日 )
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感染症定期報告概要

(平成22年 5月 18日 )

平成21年 12月 1日受理分以降
A 研究報告概要

A 研究報告概要                       ○ 二覧表 (感染症種類毎)
B 個別症例報告概要          1   ‐      ○ 感染症毎の主要研究報告概要

′          ○ 研究報告写  ‐

研究報告のまとめ方にづいて           ‐

1 平成21年 12月 1日 以降に報告された感染痺
=期
報告に含ま

れる研究報告 (論文等)について、重複している分を除いた報告概

要‐覧表を作成した:        |

2 -覧表におい
|てはt前回の運事委員会||おいて報告したもの以

降の研究報告について、一覧表の後に当該感染症の1主要研究報告の

内容を添付した。           :  :



感染症定期報告の報告状況(2009/12/1～2010/2/28)
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も説明が成されている例として、8型肝炎の再燃はリンパ腫または
自血病の癌化学療法を受けている非活動性もしくはほとんと活動
していないB型肝炎表面抗原(HBsAg)キャリアに起きている。通
常は化学療法の間血清中H8V DNAが 上昇し、化学晨法中止後

鳥翻凝鈴〔毬燎薔調 織 丘
2009 Apr‖

て3倍である。ほとんどの症例は、男性と性的BI係を持つ男性
lSM)で あることを報告した87名 を含む.威人男性に発生した。こ
は、MSM集 団におけるA型肝炎感業のアウトブレイクの可能性
示唆しており、感染リスクの高いコミュニティニヘのより効果的な
クチン機種プログラムの必要性を強調している。

肇肇ここ: 言言言言:言言言言言言言言言言言言言言:言言E言 :言言:言言

た。Natond E● dembloⅣ  DOnor D8● baSeを用いて算出した供血
延期期間変更前および後の感染症(TD)マ =カー率は、10o.oOo供
血当たり216および192であらた。症例対照試験はTD陽性供血者
マッチした対照者間のリスク因子を比較して行われ、最近の入れ

脱縦飯壊魃 品踏辮議肇儡
ヒ。供血期間の短縮後、検出てきる辱どの安全性に対する影
少なく、血液供給においては期待効果以下ではあるが有効で

16114(15)

その原因について

行つた。2007年 1-12月 の輸血後検査における
たはHBo抗原陽性例経験の有無を問い、有経験施設
1査を行つた籠果、輸血後HBV陽性例の経験施n13')

査か輸血前検体保管が必
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ウイルス(HEV)のgenOty,,3は日本においては不顕性感
彙とされているが、里篤な肝炎を発症した国内8症例について、
毒性をもたらすHEVの遺伝的特数を解析するため遺伝子配列|

定した。

菫ウイルス1ま他のHEVgenotyp● 3とは異なる13のアミ′酸をコー

ており、また、」IOクラスターのヒトHEV株のほぼすべてに共通

言言言言ΞI言言言言言言言言言言言言言昌1言ヨ言言言言言言言言

者の約7割は献血前に動物内騰内の喫食歴があり、陽性者の
半数にはその螢スLT値の上昇が見られた。北海道内の献血者集
団に於けるHEV RNA陽 性頻度は高く、2●●ハ

“

C hFecuonが起き1

るヽと考えられる。
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おける診断、治療および予防の最適化についての研究が望まれ
る。

===== E三 三詈ヨEE言 三言EEEヨ :ヨ ヨEEヨ 三二三E tt E詈 ≡E詈
B surFace anlgen)に 陽性を示した供血者とH8V

(hepauJs B IⅢ3)感業者とのHBVgenotypeを比較するため、HB。
決定した。2000年 10月 -2007年 9月 の

日本人供血者のデータは日本赤十字社から提供を受け、1087例
こついてHBVの 主な6gehotypes(A― Flを EuSAlenzyme-lnked
ηmunosorbent assay)法 によって決定した。HBsAg偶性ドナーにつ

2009」 uly:491

'314T1320

いてHBVコ ア抗原に対するlgM抗体の有無の確認を行つた。供血
者と患者間で示されたH8Vgenotype分 布における有意差 |まC/8遺
伝子型比で認められ、この比率は供血者で低く〈2● 30)、 患者で
かつた(53-182):ま た、genotypeBの比率は10歳代の13B%か
首加し、50歳 代では424%で あったが、genotypeC比率は10歳代
1%から50歳代の551%に 減少した。HBcAgに 対する18M抗体
ドNAT(nucに t add tesO両 者に陽性であるドナーでは、
びBは男性のみであつた。日本人供血者における
)年齢特異的な分布は、B/C遺伝子型比に特徴が

り、米国もしくは西欧諸国由来であ
日本人男性ドナーに観察された。
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国内で輸血を介したHHV-8感染の調査を行つた。供血者―受血
アを明確にした米国内調査を行うため、1970年代に登録さ

侮瑞 翻ヽ躍 程T怖:期爾出F酬襲

2009
1592-

例もセロコンパージョンした。セロコンパージヨン率は、受血

く、かつ過去の集回の特徴 (例 :自 血球除去施行前)は現在の
た伝播が稀であることを示している。

血対
lD

日本肝臓学会
大会第13回

2∞ 9 0ctober

4・15)(日 本
器病学会
106A536
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血感染例、再活性化例、その他、分類不能の5分類に該当する
例は、それぞれ19、 4、 6、 O、 8例であり、輸血を要する治療を
つた患者にHBV活性化が存在することが判明した。輸血による
,V伝播とHBV再活性化の鑑男‖こは、輸血前のHB,'HBc抗体検

だ蹴蠍二た鮮皇お詰銹 認う雰鰭諄
を解析した結果、同様にヘリカーゼにV239A置換が存在していた

うち18施設が37症例を回答した。輸血前 (保管)検体の検査結
と献血者保管検体の個別NAT検査の成績を元に、既感染例、

を解析した結果、同様にヘリカーゼにV239A置換が存在していた
ことから、」10関連ウイルスが人獣共通であることが疑われた。

かつた。また、輸血されず手術を行つた対照

北海道で献血者のHEV感染の実態を解析するため、2005年 1月―
2∞ 8年 11月に北海道内の献血者1,075793名 について20ポプニス
によるHEVヽ ATを実施した。HEV NAT陽 性者は140名であり、献
血時のHEV抗体保有率は3割以下、感染初期の献血が多かつた:
陽性者のHEVの酔notypeは 9割以上が3型で4型も認められた。陽

難鸞  (彎勢駅官Б露籠諭覇程3設
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Medicine 2009:

15(0):871-872
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では2007および2∞o年のアウトブレイク後再び0熱報告
から急増し、1月 1日 -5月 1'日の間、総計345症側が
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抑Ⅲ用全血、血液成分製剤、ヒト細胞

cruJ抗体検出用のEuSA検査システムがcsERに
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聯強曽:f翼[柵轡奥究
轟動富M、 7獅5野覇I
?1977年 以降にこれらの国へ波航歴があるIFI合、輸血や血液製
剤による治療を受けたか。それはいつか。
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概要

米国FDAは 、ヒト免疫不全ウイルス1型 (HIV-1)グルー

当敏供血者が全ての供血者適格基準を満たしている。
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ンジーに加えてゴリラが示された。
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星5鉾歌鶴毅M、鶴こ雰5螢蹴

スクリーニングについて、FDAよつドラフトガ7タンズ
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ード領域とgaをのP17コード領域を用いた系
、3例中2例は養育者の噛み与えによってHiv

という疫学的結論を支持した。
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ウイルス性
脳炎
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年7月 、オーストリア東部の山岳地帯て0例が感染したTBE

彙合された記憶はなく、発症8‐ 11日前に非殺菌のヤギ乳および引

tから製造された自ま製チーズを食べていた。同じチーズを食ベ

=0名
中5名 がTBE感染と診断され、非感染であつた1例はチーズ

食べた直後嘔吐していた。チーズはヤギ1順およびウシ3頭の乳
から製造されたが、そのヤギはHIお よび中和抗体検査で

'BEV陽性であり、ウシ3頭 は抗体陰性であった。また、ホエイおよびヤギ

乳を与えられ、同じ牧軍地で飼育されていたプタ4頭がTBEV抗 体
示した。このアウトブレイクは、中央ヨーロッパ高地におけ

,TBE経 口感染の高い効率性を示した。

言言言ヨ言ここ三三ヨ:EE詈 三言三ヨEEEEEEEヨ 言:ヨ

1996年、インドケララlllで発生した脳炎アウトブレイクの調査にお
て、蚊lCulex trltaenbrhソ hchus)のプールからアルボウイルス
が分離された。捕体結合検査より日本脳炎とウエストナイルウイ

ルスに交差反応を示すアルボウイルスの特徴が示され、アルボウ
イルス分離株に対する過免疲血清を使用したプラーク減少‐中和

反応検査の結果、血清は日本脳炎ウイルスでは陽性を示さず、ウ
エストナイルウイルスで弱陽性であつた。このアルボウイルスはパ

ルス(BAGV)の 特徴を示し、脳炎患者の血清は

中和抗体陽性を示した。インドからの初のBAGV分離の劇
,また,人間集団がBAGVに曝露されていることが示唆さ

れた。
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08年に南アで発生した致死性出血熱のアウトブレイクにおい

、30年ぶりに新規の旧世界アレナウイルスが分離された。発見
lr,t:jt4 (Lusaka. .lohannesburs) ItJ, Lqjo viruslfi€ *tLt:"
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駒7目「ブヴカ「品島晶;ゼ過去島硝面島詢孤ド渭ゴ
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チ熱に感染した事を当局は発表した。このうち29例 は

εV8ndrO Chagasyこ よつて確定診断がなされ、この病
知

“

cddes属 ヌカカによる剌咬であると分かつた。症状
ング熱やマラリアに似ており、発熱、頭痛およ全身性筋肉痛
る。初発例は2∞ 9年 3月 に発生し、4月 および5月には報告が
し、Mazagaoの VdhoおよびCarva。でo00を超えた。オロポーチ
イルスはプラジルで2番目のアルボウイルス熱の原因ウイルス
あり、プラジルでは過去30年間に約50万人の発熱例が起きてい
オロポーチ熱のアウトブレイクはアマゾン地域でのみ報告があ

言言言ヨ言言言言言:言言言言言言言言言言言言言言E言言言 ヨ
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2007年に初めて報告された新興感染症コウモリオルソレオウイル
ス(別名:マラツカウイルス)による急性上気道炎の報告である。
2007年 11月 にインドネシア,パリ島から帰国した男性は帰国数日

前から発熱、関節痛が出現し、帰国後も強い上気道炎症を塁し、

オルツレオウイルス感染症と判明した。本ウイルスIまコウモリを宿

主とし、本患者はコウモリとの接触はなかつたが、渡航先で上気道

症状を呈する現地住民との接触があった。本患者では回復期に抗

体が検出されたが、他の接触者は全て陰性であつた。

言言言言言言言言言言:言 言言言:言 言言言言言言言言言言言言言

これまでの報告と一致した。
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上昇し、米国人ロ
米国の人口におけ

含|よ、毎年01%増加し、:GrVの中和抗体価平均値とDiseas● 2∞ 9:
15:1608-1670 驚Fm、御淵腱鰹 2舗椒 崎I

概要

祠榊鸞忌扮

翼蠅 鼈 蝠 讐徹

書躍 麗1蔦織
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